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議浜サイエンスフEンティア高授の挽戦

和田昭允

(横誤サイエンスフロンティア高等学校 スーパ}アドパイザー)

問ヰ学としての科学教育j

横浜市立 f横浜サイエンスフロンティア高等学校J (以下YSFH)f士、日本で初めて恒

久的に「サイエンス」を名前に冠した高校です。横浜市が 2009年の「開港 150局年j を

記念して特別の予算措置をし、 10年近い検討を経て今年2009年の開校となりました。

私は第 1回アドバイザリー委員会 (2003年 7月〉から委員として、さらに、今年から

は常任スーパーアドバイザーとして深く関わっています。創設にあたってわれわれが出

した基本コンセプトは「先端科学技術の“ほんもの"に触れる体験をさせっつ、高い学

力を育成し「科学技街日本」を支え、世界に雄飛するリーダーを育成するj でした。

この 4月に、最初の 238名の学生が難関一一前期選抜では、神奈川県下公立校での断

然トップの 5倍以上一ーを通って入校しましたG 現在、彼・彼女らは自を輝かせながち

学習、運動、部活動、さらに YSFHa虫自のユニークなプログラムに毎日を過ごし、構内

は活気に溢れています。

ここに、この高校の基本理念、自的、具体的内容、期待、そして私の役割について述

べます。 私は、 YSF百は理科離れの解決に向けて投じられた一石だ、と考えています

ので、ご支援、ご鞭捷、ご批判をお願いいたしますc

1. どのような入を育てたいか-r知識J r知恵J rこころj の連動
巨本はもとよち世界人類のために活寵する「高い知性J i豊かな感性j 円齢、意志」

がよくバランスした若者を青てたいc ここで学んだ“知・錆・意"の基礎にさらに磨き

をかけるために日本/海外のトップレベルの大学に進み、高い志をもって自分がこれぞ

と患う分野で世界を肢にかけて活躍して欲しいc 誰がなんと言おうと、あくまでも自

分の大志を実けという気持ちを込めて、私が寄贈した【主在いずくえぞ吟鵠のさきた

らえや}の属額がロビーに掲げられています。

高い視点と広い視野をもつために、サイエンスに重点を置きつつも、世界を舞台にし

て活躍するための広い教養を与えます。ソーダーシップの荷であるかも知って欲しい。

サイエンスを強調する理由は、知識もさることながら、それが物事をきちんと考える基

本だからです。したがってカリキュラム;士、数学、理科、国語、英語を重視することは

勿論ですが、これらを総合するサイエンスリテラシーの学習を、上記の広域バランスを

確保するためにとくにもうけました。また、田本史と堂界史も必修科目として力を入れ

ます。実体験と探究力を触発するために、 20の実験室があり、また充実した博報ネッ

トワークを備えているのも高校としては異例でしょう(表 1)。

この高校から「理工農医系に進む学生j が巣立つのは当然ですが、それだけではなく、

人文・社会系の道に進むソーダ一的人材も輩出して欲しい。私は、サイエンスの考え方

一一物事をよく観察し、データーを取り、困果関孫を明ちかにしながら、確立された論
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理体系に基づいて解析・理解し、さらに将来を予想・予言するーーは、文・理を関わず

全ての分野に共通する と信じています。

その根底にある私の考えを説明します。

私たちは毎日いろいろなことを学び，知り，考え，判断し，行動します。勉強し経験

することで f知識」が増え， r知恵」がつき，世界が広がります。ここで， rこころ」

も豊になると言いたいのですが，豊になることもあるが荒んだり貧しくなったりと，人

と場合によって違ってくるのが現実なので要注意です。

私はこれら三要素が轄になっている J人間空間j とも言えるものをイメージしました

〈函1)。互いに直交するこつの斡-1知識j と「智恵jーを水平面に取り，それに垂

直轄 fこころ」を加えた三次元空間です。

知識・知恵、面で、つぎのことが起こります。

守主議」はわずかで、も 「知恵j を絞ってそのわずかな「知識j を活用すると面白くな

って，もっと知りたいと「知識歓j が湧く。その「知識欲j に駆られて一所懸命勉強す

れば f知識j が増える。そうすると，それを使おうとしてさらに「知恵j が湧いてくる。

まさに皆さんよくご存じの「知識Jと「知恵j が互いに剥識し合いながら「知の発展ス

パイラルj を登る楽しい感じです。

教育は保育園・幼稚園から大学院まで、さらに去く家嘉教育から社会教育のあらゆる

レベルで，この「知識・知悪循環サイクルJ~こ入れば或功でしょう 5 空間を自由語達に

楽しく動き回ることこそが大事です。知識なしには，動物の“生活の知車"以上のもの

は発揮できない。そうかといって「知識j がいくらあっても「智車j が湧かないままに

知識軸にへばりついている人は， “歩く百科事典"にすぎず、新しいことは何も出て来

ず、面白くもない。

知識・知恵面でいくら動けても、第三の「こころj 軸を忘れたら穿の破滅です。 1知

識j と「知恵j の目盛りはゼ、ロから玉方向にしか伸びませんが，この軸に辻正・負があ

る一一善と悪の両方向です。王方向は「慈善J 1家族愛J 1人類愛j など。負方向は，

ありていに言って f欲j が駆り立ててねじ曲iずられた「悪知恵j の結果です。行きすぎ

た金銭欲，権力欲，支配欲，征服欲，などなど。でも「知識欲」や「理解歌」など真っ

当金欲としてのインセンティブは、発震のために不可欠ですG その兼ね合いがむずかし

し、G

上述べた「サイクノレj について一言:物事の発展には“サイクノレに入る"ことが必要。

後で述べる「和田サロンj では生徒たちに「見つける・知るJ rモデル、表、グラフ、

機械などを、作る・謹めるj 1納得する・理解するj のサイクノレをいつも考えろ、と言

っています。

2.そのためには荷が必要か一一人間にとってサイエンスとは荷か?

サイエンスは、状況を冷静的確に判断し将来を見通し、前記の人関空間で最善の道を

進む f人生ー社会事世界ナピゲータ ~J です。

そもそも教育の究極のヨ的は何か? 拡は考えます一一若い人はあらゆる方向に、多

くの可語性をもっている。披・彼女らが将来、自分の人生を振り返ったときに「自分は

d
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有意義な一生を送った」と思える道に進んで欲しい。自分自身、家族、宮本、さちには

人類のために、一人の人間として出来るだけの努力をしたと満足できる道です。そのた

めには自分なりの使命感をもち、日々の生活に“ロマン丹を感じ、多くの入と意見をぶ

つけ合いながら自分を高め、人生の岐路にあって正確な判断をし、また反省もする。こ

の過程で、人生航路の最適解を求める“力"をつけ

繰り返しますが、サイエンスで忘れてならないのは“こころ"です。サイエンスは正

確・冷徹であるだけに、ときによっては冷酷極まちない。しかし冷酷・無慈悲辻、人間

の心が動かす社会にあって結局は破綻するーーサイエンスの冷静な司は、この矛盾を認

めざるを得ません。

この矛居を克服するには「他人の“こころ"にilli2J霊した矢口意Jがし、る。社会と人が何

であるかを見抜くその智恵を磨くために、 YSFHではコミュニケーション語力を人間関

係の要誇と位置づけ、国語・英語を連携させながら少人数教育で、世界に雄飛する教養

豊かな日本人を育てる。次簡で詳しく述べます。

私の願い一一中学から高校のもっとも多感な時期での人生設計にあたって、サイエン

スが文・理を間わず社会活動にもつ絶大な力を感得し、日本人が誼先から受け継し1だ科

学と技術の優れた DNAが目覚める教育、明るい未来をf中関同士で語り合い励まし合える

雰囲気に満ちた教育、がしたい。

3. YSFHはそのために何をしているか一一高知の探究舞台"の充実

校舎は明るく開放感のある設計が特徴。太陽光発電の採用、自然光を敢り入れるアイ

ディアなど、環境面にもいろいろと記慮。遠くに富士山を望み、キラキラ輝く鶴晃)11に

面しては、生徒が寛いで議論が出来るラウンジ一一後で述べる和由サヨンの場一ーがあ

ります。

税金で学校を設置・運営する以上、横浜市としては市民の期待に志える責任がある。

才能さえあれば所得階層に関捧なく、￥9，900/月の費用で、優れた教育が受けられるので

すから、とかく低落気味と言われる公立高校全体の復権にもつながる。市;士、本校で堵

った 21世紀の学校づくりのノウハウを他の市立高校へ波及させ、将来的には小中学校

にも広げていくピジョンを措いているようですc すなわち YSFHは、地域全体一一ある

いはオーノレ日本!一ーの教育改革のパイオニアたる役割も課せられており、その責任は

重大です。

YSFHでは、先端科学技術の「ほんもの体験」や国際交流などを通じて「驚きと感動j

を与え、知的好奇心を原動力に f知の探究j を深めていく教育方針のもと、新たな試み

を数多く取り入れていますG

特色のひとつは、総合的な学習の持聞を活用した課題提究型の学習プログラム「サイ

エンスリテラシ~j です。国が重視する先端科学 4分野(生命科学、ナノテク・材料、

環境、情報通信)から各吉が興味のある題材を選んで学習し、校内の発表会や外部の科

学コンテストなどで或果発表するものです。要は、高い読点と広い視野の酒養のために

「数学・物・化・生・地の基礎に発し先端科学の諸分野に広がるネットワークj を最初
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から情轍させ、自分なりの展望をもたせます。

fサイエンスリテラシ-Jには専任の教員を置き、連携している大学・研究機関から

の科学技術顧問の先生方との協力で指導。さらに少人数のグループρ学習に対応するため、

提携先の大学生・院生にもアシスタントとして指導に加わる。年齢の近い学生と接する

ことは、生徒が自らの進路を考えるキャヲア教育にもつながるでしょう。

理数教育の一方で、英語でのコミュニケーション能力の青或も重視しています。国際

舞台で自分の意見を桔手に的確に伝えるには、英語誌もちろん、その前謹となる国語力

と論理的思考力も必要。国語・英語・情報などの教科指導に力を入れ、自分の学習成果

を英語でプレゼンテーションさせます。

全教室にプロジェクターと LANを完備し、デジタノレ教材を活用。実験室 20室、構

報教室9室、 CALL教室4室のほか、ゼミ室ややlearningに対応した自習室も備えるな

ど、学警環境が充実しています〔表 1)。

設備よりも決定的に重要なのは入です。そのために前述の大学、親究機関をはじめ、

外部の優れた方々や地域の教育機関、企業との連携を、開校前の準嬬段階からすでに図

っています。連携システムの恩恵、として既述のように、多くの大学の教授、準教授、研

究機関や企業の研究者が技術顧問として、教師への指導や技蔚的なアドバイスをし、授

業にも参画していますG

実験室に多数配置されている高震な専問機器一一走査型電子顕微鏡、ガスクロマトグ

ラフ震量分析装置、 DNAシーケンサー・・・一ーについては、生徒たちはメーカーや

大学の先生から講習を受けます。とくに若い研究者ζきて貰い、 “兄・姉さんの背中を

見ながら"探究精梓を感じ取る。そのために、装置に習熟した生誌には「免許証j を発

行して装置をき由に使える権限を与える「ライセンス制度j を設けました。第 1国生の

復・役女らは、来年は“兄・姉さん"になって後輩たちを指導し、そこに YSFHならで

はの良き伝統が生まれることを願っています。

今後は、私が副理事長をしている「横誤市青少年育或協会j や館長をしている「はま

ぎんこども宇宙科学諒」などと連携し、オー/レ横浜市のサイエンス振興の中撲のひとつ

として、たとえば、麦休みに子ども科学教室を校内で開寵したいと患っています。生徒

たちが兄・婦さんとして子どもを指導する。それ立生捷たちの知識の整理にもなるし、

地域の子どもたちにすイエンスの魅力をアピールするでしょう。

文部科学省は高度の先見性をもって「スーパーサイエンスハイスクール:SSHJの髄

度を発足させました。その成功を受けて「国だけに委せてはおいては申し訳なし¥J とい

うわけでサイエンス教育をさらに一歩道めるのが、嶺浜市が YSFHに託した騒いです。

ご参考までに、 SSHとYSFH両者の違いを欝単な表;こしておきました(表 2)。

4. わたくし(和田)は何をしているか一一“サロン的雰囲気持の醸成

立たちの魁は貯金籍ならぬ計知箱であり、知憲が書き出す玉手箱です。この箱詰生ま

れたときはほとんど空ッポだが、だんだんと中味が貯まる。まずは両親・家族から生活

の常識が入り、ついで保育属・幼稚園あるいは近所の子供たちとの会話で知識が拡がる。

それから学校で国語、歴史、算数、物理、化学、生物、地学・・・の整理された知識が

入り、智恵、の出し方も判ってくる。この“貯知"と“智恵の湧出"は、形を変えながら
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一生続きます。そこでは周りの先輩、同僚、後輩から、印刷物による勉強とは比べもの

にならないほどの知の'情報が、 ドッと流れ入って来る。これが大切です。

この流れを太く楽しくするのが、ざっくばらんな会話ですG 会話と言うからには、読

書や講義のように一方通行であっては図るので、そうならないための雰囲気、つまり“場

作り"がし1ります。

私は大学に研究室をもったとき、オフィスの隣室に大杭を置いて“サロン"と名付け、

誰が何時来てどんな議論をしてもよい“広場"にしました。話題についてのタブーは全

く無し。研究室以外からも学生藷君が大勢寄ってきて、サイエンスはもちろん人生や社

会のこと、その植なんで、もあり。喧々審々、佐々言等々、あらゆる議論が夜遅くまで渦を

巻き、賑やかなことでした。

この“サロン"で年齢や地位一一真面白な議論には余計な邪魔者一ーを捨て「こんな

問題があるがどう考える?J iこうなんじゃなし市:，?J rいや、そうはいってもこうい
う考えもあるよ」と純粋で、肝快な伍値観のぶつかり合いが廷々と続く。嘘や誤魔化しの

きかないこの“知のゲーム"が、私たちの相互理解，インスピレーションの憩発，暗黙

知・形式知変換，研究の発展にどれだけ貢献したか計り知れません。

そのサロン的雰囲気に浸りながら、知識の探索レーダーを長距離レインジにセットし

て、あちこちに飛ぶ話題を追し坊道けていると、かけ離れた二つのイメージがサッと結び

ついてうまいアイディアが浮かぶのでした。

会話し議論し、たまには喧嘩もして信頼を築くのは、サイエンスにかぎらず物事を真

正宜に考え発展させるときに欠かせないプロセスです。若い熱気に弗いた夢よもう一度

で、 YSFH~こもそんな“サロン的雰毘気"を作りたい一一それが鶴晃)11 を一望に見るロピ

ーで、 1時間半ほど開く「和田サロンJ~こな切ました。 権外の大学で普通に行われてい

るようにアフターヌーン・ティーのスタイノレで、 20'""'-'30名が紅茶・コーヒーを飲みスコー

ンを食べながらワイワイと始まる。サ Eゴンの壁iこは[巷俸は長官或ぷ比べて支ぷ含委

愛i言葉寺投手flの扇額が掲げられています。一学年240名ですから毎週間じことを 12臣、
約 3ヶ月かけて、今ちょうど一回転したところです。

まず私は「君たちは、教室では答えのある問題を勉強しているj そして「ここは答え

のない問題をアーでもない・コーでもないと自分の頭で考えるところだj と切号出しま

す。 鶴見)11の)11面からの反射光の偏光を韻光板を使って見てから「ベクトノレJ r次元
と成分J i三角関数j の三題噺に入る。三角関数はまで習っていないがそんなことはか

まわない。ブレネノレやスネノレの光学式からブヲユースター角の話。辻ては、牛井の吉野

家が、経営危機を科学的に切り抜けた話に及び「科学的なものの考え方の威力」を示し

ます。生徒たちからは活発な費問がつぎつぎと出ます。たとえば?宗教は何次元ですか ?J

私の答え「次元は岳由度の数だから、一神教のキリスト教・田教辻一次元、日本はヤオ

ヨロズノ神がいるから 8百万次元だ」と、まあこんな風にやっています。

サロンに隈らず、外部の方の講演会でも質問がどんどん出る ーマイクの後ろに生徒

が売を作る一ーは、 YSFHの特徴のひとつです。あるときは「和田先生が生徒の質問で

橿まって帰れないj と校長が心配して、教員に“救出持されて終わったこともあり、立

にとっては楽しいひとときですc
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おわりに

YSFHは、日本で初めて恒久的に「サイエンスj を校名iこ掲庁た高校です。私はその

スーパーアドバイザーとして、生徒たちに「知の課究の雰囲気j の大切さ、そして「サ

イエンスの考え方j の威力、を実感して貰うことに最重点を置いています。

このような「才能のある人間を、所得格差に関採なく育てる高校」が日本の各所に出

来たらよいと願う次第です。科学技箭立国以外iこ生きる道のない吾本;士、土佐に言うとこ

ろの「理科離れj一一実際は“真面白にキチンと考えること"離れーーの厚い壁を、手

遅れにならないうちに何としても取り払わなければなりません。 YSFHは、それを突き

破る鋭いドり/レの克のひとつと考えて下さい。

参考資料

私から YSFH へのアドパイスには、上には書ききれない多くの患いが込められています。

その詳締については、以下の資料をご参照の上、ご理解環けたら幸いです。

1. <www.city.yokohama.jp/me/kyoiku/sidou2/koul五ou/s目。
2. ja.wikipedia.org/wikil横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校

3. NEインタビュー「サイエンスを使いこなす人材を育てたい」日経エレクトロニクス

2008.3.24 

4. David Cyranoski rREADINGラWRITINGA珂DNANOFABLICATIONJ Nature 460 

171-172 (2009) (宮本訳は Nature Digest 9月号)

5. 和田昭尤「物理学は越境するーゲノムへの道j岩波書j吉 (2005)

6. 和田昭允「生命とは?物賓か!ーサイエンスを知れ試吾考して危うからずj オーム

社 (2008)
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「科学としての科学教青j

表 1 YSFHの施設、実験室、諾設備

実習実験室 (20室)

-生命科学実験室 :DNAシーケンすーなどを使用し、遺伝子解析やタンパク質精製など

の実験を行う 0

・環境実験室:鵠見)11、東京湾の水質調査、京浜臨海部と各地の大気データの比較など

を行う 0

・童子顕微鏡室:SEM (走査型電子顕微鏡 :30万倍まで観察可能な据え置き型および

7万詰まで可能な可動式)などを使用し、生物の微細構造、分子レベルの物質の解

析を行う。

・クリーンベンチノレーム:クリーンベンチ 8台を装備

-環境生命実験室:無菌操作エリア:ある生物のみ援う実験

培養エリア:生物を好適な環境で増やす。動物紹躍の培養も可。

覇H化エリア:堵養した植物を白熱環境に慣らす

P 1温室:湿変管理可龍な屋内温室

抵温実験室:缶温で生物の活性を持える。タンパク質の解析を行う 0

.屋外実習室:緑地・鶴見J11 .東京湾などフィーノレド実験

-分析室 (1) (2) :液体クロマトグラフィーGCMS (ガスクロマトグラフィー質

量分析計)などを用いて、大気・水・食品などに含まれる微量成分の議出を行う 0

・ナノ材料能製室:アーク放電やCVD (化学気相成長)装置を用いて、カーボンナノ

チューブをはじめとしたナノ材料の生成を行う。

・ナノ材料評錨室:クリーンルームとなっており、分子性結晶の育成実験や、 SPM  (走

査型プロープ顕微鐘)、ラマン分光光度計、マイクロ号i張・圧縮試験機などを患い

たナノ材料の物性評価を行う。

・プロジェクト工房:旋盤、フライス盤、ポーノレ盤などの工作機械や溶接装置があ号、

実験装置の製作、改造をはじめとした各種金属加工を行う。

-情報教室 (1) (2) (3) :実際の分析データの解析、インターネットを利用した

データ解析、生物情報解析(バイオインフォマティックス)

-天体観測ドーム:晴れた夜には天体観測ドームの大型天捧望遠鏡で、星雲や星田、土

星の環などを見ることができ、さらに夜空が明るくてもコンピュータ処理によって、

暗い天体を観測することができる。(北緯 35度 29分 53秒，東経 139度 40分 40秒)

a情報関連諸施設

・校内の学習用ネットワーク:学習用ネットワークの y.Y -NET [Yokohama Yume -NETJ 

l士、インターネットに接続している校内ネットワーク。生徒一人ひと切に電子メー

ルアドレスと個人用のフォルダを与える。自分用 1のIDでログインすればネットワー

ク上の全てのコンピュータから銅入用のフォルダを利用できる o 420台のコンビュ

ータ於惇報関係教室や図書室、 CALL教室等に配置され、コンピュータがない普通

教室・実験室や屋外では、 67台のノート型コンどュータを利思する。

• CALL教室 4部崖:コンビュータを活用した英語学習 (ComputerAssisted Language 
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研究会報告

LearτlIng)を行う教室。 20台のネットワークコンピュータと AV機材があ号、コミュ

ニケーションの基本となる音声の科学的分析と誤練・習得、世界や科学の最新情報

の活用を密る。

・プログラミング実習室 2部屋:Windows吊では VisualBASICなどのプョグラミング

ができる。また Linux用では Cプログラミング、 WorldWide Webや DataBase iなど

のネットワークシステムの実習ができる。

・マルチメディア実習室 2部屋:映像編集コンピュータではノンリニアゼデオ編集、

実験データ解析ならびにプレゼンテーション素材制作、音声の情報娃理ができる。

静止画編集コンビュータでは各種画像素材制洋ができる。

・ハードウェア実習室:ハードウェア基礎…コンピュータの組み立て、 osのインスト
ーノレ、ネットワークの構築や各種電気系の調定を行うことができる。

・情報基礎実習室:ロ示、ツトを使った実習や基板作成装置による電子回蕗の作製を行え

る0

・ラウンジと博報ラウンジ:ラウンジと情報ラウンジ〈合計 22ヶ所〉は、自由に会話や

議論ができるエリア。教室に近い 7ヶ所には、 26台のコンビュータが置かれていて、

登校時から下校までいつでも利用することができる。

-多匡鵠ネットワーク SINE:学校外からアクセスできる多自的ネットワーク。学校が配

布する IDでログインすれば、 e-Leamingや学授が記布した資料を利周することが

できる。その他、 TV会議システム、講演会の同時中継、メールマガジンの記雷、

学校説明会などの各種申し込みを予定している。

e ・Learning: Y • Y-NETとSINE上に辻、各教科の授業教材などが保存されている。生徒

はこの教材を使って授業の予習ー復習ができる。また、 SINEに学校が配布する ID

でログインすれば、学校と同じように自宅でも、英語を中心にしたトLeaming教材

やソフトウェアを利用できる。
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「手ヰ学としての科学教育J

横浜サイエンスフロンティア高校と文部耗学書fスーパーサイエンスハイスクール (SSH)Jの比較

横浜市立横浜サイエンスフロンティア ス-1'¥ーサイエンスハイスクール

高等学校 (YSFH) (SSH) 

種別 公立の専門学科〈理数科〕高等学校 5笛年の研究指定事業

(21年度理在106枝の高校が指定

されている。)

設置者 横浜事 文部科学省

/実撞主体 {人口367万人、日本最大議接的基護富治体〉

時期 2009(H21)年4月額校 2002(H14)年夏から実施

趣冨 「先端科学技錆の知識を活期して世界で 科学技衛・理科、数学教育を重点的に行う

唱広く活謹する人種(J)警戒jを設立のま里
高校を指定し、将来の001際的立科学技街系
人将司育成ぬた誌の取組を着実に推進す

念とする「わが国で拐捨てfサイエンスj るとともに、高大岳接続在り方について大学

を校名にしたj理教科高校
と達嘉したカリキュラムの作成の研究等に

{一定期簡ではなく糧常的にサイエンス
ついても推進する。

教曹を行う。〉

予算規模 護構費93信9千万丹 H20年震予算14{:意8千万円

〈※用地費をi議くPFI事業費)

取組内容 基準盤i二SSHの翠組菌室i室撞11立主ベ工塞撞a -観察・実験等を通じた体験的・問題解決能
.~皇科3分野以上、蓮華専門科自 29単故以上履

な学習、課題研究の推進

修するG -高等学較及び中高一貫教育設における理

-総合的な学習の時罷を活揺する、観襲実毒素、
科・数学iこ重点を置いたカリキュラムの頭発
(学習指導要領によらない教育課程釘編成

実習重接的課題探究裂科芭「サイエンスワテラ 実鹿も可能)
シ-Jを全員が翠修 -大学や研究機関等と違携し、生捷が大学
@ノーベル糞受章者主ど世界的な科学者がスー で控業を受講、大学の教員や研究者が学校

パーアドバイザーとして、生護を指導 a動雷する。 で授業を行うなど、先進的な理教教育の実

。東京大学、東京工業大学、積主主麗立大学、横浜 施

市立大学、慶麗義塾大学、単語盟大学等10大 -高大連壌を推進する寵点から、高大接続

学、理化学頚究主庁、海洋研究開発機構、字書研
の在り方について、大学との共同研究由実
謹

安積発機構Gつ3醗究機関、誌まの素、ソニ一、日
-雷際性を育てるために必要な語学力の強

産自動車等31出金業と違護し、科学技術顧問 化(英語で釘理数授業、講義、ブレゼンテー
等として欝究者ー技権者が出張講車、研支所詮 ション、漬習等)

簡の受入れ等を行う。(年間30題以上) -論理的思考力、劃造性や組事j性等を一層

φ高大接議として、「横混市立大学チャレンジブロ 高めるためぬ指導方法、教材等の霞発

グラムJによって、毎年10名翠震が横浜市立大 -冨際的な科学技荷、理数系コンテストへの

学冨際総合科学部i二進学 積極的な参加

@学校設定科君。CPD(Oral Communicatiol1 for -科学技桁系クラブ等の活動の充実

Presenta哲onand Debate)をプレゼンテーション・ス -トップクラスの醗究者や技術者等との交涜、

ヲジオやCAしし教室などの専用の施設を使用して3守う 先端技荷との出会い、全冨のスーパーサイ

ほか、海外研修旅行、国擦交流プログラムを実施し、
ヱンスハイスクールの生接相互の交流・発

コミュニケーション能力の育成を密る。
表等
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